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取扱編 

ま全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

•ここに示した表示は、誤つた使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を;欠の表示で区分し、説明 
しています。 


么警告 (WARNING) 
么ま意に AUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死じ重傷を負ラ可能性、または火災の可能性 
び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定され 
る内容を示していまず。 


•お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ® (§) ® 


A 

〇 


を 


この絵表示は、「禁止」されている内容です。 


この絵表示は、「注意」していただく内容です。 


この絵表示は、必ずしていただく r 指示」巧容です。 


>説日月文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


★ガソリン厳禁 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくだ 
さい。 

少量の混入でち、火災の原因になります。 



ガソリン禁止 



告 （ WARNING) 


お使いになる前に 









安全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING) 



スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどをス I -ーブの上や前 
に(周囲に)放置しないでくだごい。 

熱で宙の圧力が上び0、爆発して危険でず。 



意に AUTION) 


★力ーテン、可燃物近接禁止1 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでくださ 
い。毛布やふとんなどを近くに置かないでください。 

火災び発生するおそれびありまず。 

可燃物との離隔距離については工事編の据付け例（巧、28ぺ一 
ジ)を参照してください。 

I ★給油時消乂 I 

給油は、必ず消火してか5おこなってください。 

火災のおそれびあります。 


I ★異常時使用禁止 I 

万一異常を感じたとさは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 


高温部接触禁止 I 

燃焼中ゃ消乂直後は、高温部、煙突、天板、天板ガード、ガー 
ドなどに手などふれないでください。 

やけどのおそれびありまず。 



0 




★指や異物を入れない 


空気取入口や天板ガードやガードの中に、指や異物を入れたり 
しないで < ださい。 

けびや火がのおそれがあります。 



t 

§ 

接關禁止 

0 


2 


禁止 















L ★腰をかけたり物ををはな_过 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。ス 
卜ーブの故障や、やけどのおそれびあります。ス I -ーブの上に花 
びんや、水を入れたをのなどを置かないでください。水びかか 
ると漏電や故障のおそれびあります。 


I ★やかんをせ禁止 I 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれび 
技ります。 

[★分解修理の禁止 I 

故障、破損したら、使用しないでください。 

不完全な修理は、危険でず。 

L ★政這便届あ禁止 

改造して使用しないでくだごい。 

また、煙突には床暖房用の熱変換器などをお0付けないでください。 
火災や排ガスが室内に漏れる原因となり、危険でず。 

L ★換気蘭使用禁止 I 

ストーブを使用している時は室内で換気扇を使用しないでください。 
異窜燃焼や、立消えして爆発燃焼するおそれがあります。 

また、換気口、給気口は常に確保し、物などでふさびないでく 
ださい。 


★電源コ ー F を傷をな。! 


電源コードに無理な力を加えたり傷付けたり束ねたり、物をの 
せたり加工しないでください。また、電源プラグを振くとさは、 
コードを持って引を抜かないでください。 

電源コードが破損し火災や感電の原因になります。 

★電漏プ号_グ麻言霊に是をを] 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 
(また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。） 
火災の原因になります。 

めれた手での巧さ差しはしないでください。 

感電の原因になりまず。 



0 



0 

禁止 

分解禁止 

0 

禁止 

0 

使用禁止 

0 
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意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 






安全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


I ★長期 間使用し ないときは電源プラグを抜习 

長期間使用しないとさは、電源プラグをコンセントから抜いて 
<ださい。 

火災や予想しない事故の原因になりまず。 

I 去電漏プラグをお K れをず-る] 

とをどき電源プラグを抜を、ほこり（及び金属物)を除去してく 
ださい。 

(ほこりや異物がたまると湿気などで絶縁不良になり）火災の原 
因になります。 

I ★高地(標副，日ぶ)町な上)使用禁止 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

標高1，日00〜1,日日日 m では再調整び必要ですので、販売店へお 
問い合わせ < ださい。 


I ★可燃性ガス使用禁止1 

ス I ''ーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するちの(ガ 
ソ1」ン、ベンジン、シンナー)、スプレーを使用しないでくだ 
さい。 

乂災や故障の原因にな0ます。 

「★お子様やお年寄りのご使用にま毒」 

お子様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる場合は、 
やけどなどについて、周囲の人が充分に注意してください。 


電源プラグをおく 

〇 

指示 

0 

使用禁止 

〇 

使巧禁止 

五 



願い (NOTICE) 


★な油の廃案 


♦阿■油の廃棄処分は、灯油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 


使用する場所 


晒幸-晒願をるたお司 

•なるべく部屋の中央に置いていただをますと、巧流効果によってお部屋の温度のムラびかなくなり 
効果的な暖房びでさまず。 








各部のなまス 


外観図 


煙突取付 □ 




吕暑〇冒 
め 冒言實〇 


お使いになる前に 


5 






























_ パワーモニター— 

♦点灯 

燃焼状態の「強燃焼」 • r 中燃焼」 • r 弱燃 
焼」 • r 微少燃焼」に応じて点好します。 


タイマーランプ 

•点 I 灯 

タイマー運転中であることを表示しま 
す。 


_ 白動ランプ 

♦点灯 

自動運転中であることを表示します。 


表示切替 


__ タイマー表术 

参点ミ威 

タイマー点乂時刻の設定中、1日砂間点 
減します。 

•，占な 

タイマー運転時刻を表示しているとさ 
点なします。 


運転 

9 


_時刻表示 

♦点な 

デジタル表示部に現在時刻を表示して 
いるときに点灯します。 


ま巧 
温度 


_ 室温表 示 

♦点な 

運転を開始すると点巧し、デジタル表 
示部は室温 「で」 を表示します。 


〕□ンー 


午前-午 後表示 

• 冉灯 

デジタル表示「時刻」の、午前-午後 
を表 TTT します。 


各部のなまス 



なな滅 
点消点 


乂力諷節 






















_ 一 连帖 X ゴッチ 

♦] 度巧ずと . 「入—」 

♦ちラー度巧すと……「切 ■ 」 
にな0ます。 

に- 14-1 日-1目ページ参照 


火力調節つまみ_ 

表示 r 強」〜「微少」の間で、希望の火 
力位置に合わせます。 

12ページ参照 


表お切替えボタン 

デジタル部の表示を、帯望の表示に変え 
ることびでをます。 

•温度表示-一現在時刻 - 
タイマー時刻< - 


自動ポタン 

自動運転を、開始および解除します。 
13ぺージ参照 


タイ7—ボタン 

タイマー運転を、開始します。 

14〜15ぺージ参照 


^室温/時巧1をわせボタ^ 

室温の設定、時刻の設定に使いまず。 
•室温設定の場含（自動運転時） 

室温設定をお好みの温度に設定するこ 
とがでさます。 

® あるいは®のボタンを押して含 
ねせ < ださい。 

♦時刻設定の場舍 

® あるいは®のボタンを巧して含 
わせてください。 

13、14、1日ページ参照 


を "* S 


S ! 巧別時 

の巧 I しし f I 

〇 〇 

S@ に 


表示切替 
ま温巧を 


時刻タイマ- 
〇 〇 


午巧午を 


; r ^ , 

• • 

涵 : 


表示切替 
を温時刻タイマ- 
〇 参 〇 

午前午を 
〇 〇 


〇 〇 

5S 5 サ 


表示切替 
ま温時刻夕 
〇 〇 

午前午を 

• 〇 


乾まし- I 巧 

温度し1時 

• • 

を巧「 1,、 

温度 I - -」々 


表示切替 
を涵時刻タィマ- 
〇 • 〇 


■温度表术 
♦設定温度 

目む〜3日でまでの設定: 
温度を選択できます。 
♦室內温度 
一目で〜4日むまで表示 
します。 


■現在時刻表示 

♦現在の時刻を表示しま 
ず。 

■タイマー運転時刻表お 
♦タイマーランプび点打 
するとをに、設定時刻 
を表 7 JT します。 


■燃焼中にを全装置で消 
火したとさの表お 

•自己診觸機能により、 
異萬時に 「ff 0」〜 
「がが」（消火原因)を 
表71^しま9 0 
(のぺージ参照） 


■パー表示 

♦ストープに初めて通電 
したとさ 

•[巧 C 」 表示後に運転 
スイッチを「刷にした 
とを。 


デジタル表示部 


お使いになる前に 












使う前の準備 


_ 燃料について 

® 燃料は、打油 （ J に1号灯油）を必ず使用してください。 


I 

嗟ガソリン 黯禁 I 魏^一 

A 警告 

ガソリンなど揮駕性の局い油は、絶対(し 

使用しないでください。 JX 


少'量の混入でも、火災の原因になりまず 。矜ッ巧 ガソ I J ン禁止 


•ガソリン、シンナーおよびこれらび混入したな 
油、変質口油、巧れたな油、水やごみの混じつ 
ているな油などは、絶対に使巧しないでくださ 
い。 

♦灯油は、必ず乂気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で巧油専巧容器を使って保 
管してください。 


打油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のないところでおこなって < ださい) 


〇な油 X ガソリン 



濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


1油タンクに給油ずる。 

♦油タンクの給油□舟たをはずし、灯油を市販の給油ポ 
ンプで油量計を見なびら給油してください。 

★給油の隙は、給油ロフイルターを取り去らないでくだ 
さい。 


2給油の際にこぼれた'な油をふさとる。 

女給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やご 
みがたまっておれば給油□フィルターをいったん取0 
はずし、給油口か5市販の給油ポンプをドレン受け内 
にさしこみ、水やごみなどを吸いだしてください。 


3給油口ふたを必ず元通りに閉める。 




成 










燃料切れの注意 


女燃焼 中にな油がなくなると消火します。 

このときデジタル表示部に r ら？引 を表示し、異常びあっ 
たことを知らせます。 

※油タンクにな油びあるのに rs 5 ，弓」 び表示ずるとさは、送 
油経路のつまり、空気たまりび考えられまず。このよラな 
ときは よも VjtfA や1日ページの r 定油面器のリセ 
ットボタンのセット」 を参照して送油経路の点検をしてく 
ださい。 

♦再運転する場合は、本体温度び充分下びってから 油 タンク 
に給油し、 「運転スイッチ」 を一度 r 切」 にしてから r 入」 にし 
てください。 


空気抜をの方法 


★送油管の途中が山おになったり、をつれたりしていまずと、 
送袖管の中に空気がたまって油が流れないためにストーブ 
は r ら弓三や「ん弓 S 」 を表示して消义動作をおこないまず。 

このよラなとさは政下の手順で処置をしてください。 

(の■油をこぼさないようにミ主意してください。） 

① バルブを全開にずる。 

② 送油管に山お搞做びないように平らにする。 

③ ストーブ本体との接続部を取りはずし、取 D はずした送油 
管の先端をバケツなど灯油をためることびでさる容器に入 
れはずれないよラに固定する。 

④ バルブを全開にし、送油管か6灯油に空気び混じ5ない状 
態で連続して流れ出ることを確認する。 

ミ主意：バルブを全開にしてを巧油びまったく出ない場合は 
油タンクとストーブ本体との落差(約3日 cm 必要)びな 
い摇合をありまずので確認-処置してください。 

⑤ 確認できた6バルブを全開にする。 

⑧送油管をストーブ本体に接続する。 

③バルブを全開にする。 

啜ストーブ本体の側面にあるホ色の リセットボタンを 下へ 
1回押す。 

③ス I プを運転する。 







※製品の側面にあります 


点义前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は送油経路(油タンクや送油管の接合部など)から油漏れびないかどラか確認してくだ 
さい。 

万一、油漏れしている場合は必ずお買いボめの販売店に修理依頼、または最寄りの当社支店-営業所に 
ご相談ください。 




★電源 プラグをコンセント（家庭用 AC 1 00 V ) に確実に差し込む。 


>ストーブに初めて通電したときや、停電後や、電源プラグを抜いて再 
通輩した場含、デジタル表示部はち図のよラに r ノく一表示」と r 時刻」表 
示と「午前」表示が「点灯」しますので、現在の時刻をセツトしてくださ 
い。 


前 



午前 

午後 

〇 


設を 

温度 

— 

時 

/ 

♦ 

• 


を内 

一一 • 

巧 

表示切替 
ま温時刻タイマ- 
〇 ♦ 〇 


使ラ前の準備 

煙突接続の確認 

•煙突が正しく接続されているか確認してください。がれていると運転中に排ガスが漏れ大変危険です。 
♦煙突が雪やか鳥の巣などでふさびれていないか確認してください。 

ストーブ周辺の確認 

♦ス I -- ブの周辺および煙突の周囲に引火物や可燃物を置かないで<ださい。 

定油面器のリセットポタンのセット 

♦定油面器のホい U セットボタンを、下へ1回巧してください。 

点火するたびにセットする必要はありませんび、シーズン初めや、本 
体設置場所を変更したとき、又は巧震自動消火装置び作動したあと再 
運転するとさは、 I 」セットボタンをおラー度、押しなおしてください。 

f -お願い- 

★リセットボタンは日秒政上巧し続けたり、カラーをがして押さない 
で < ださい。 

•定:油面器から灯油びあふれたり燃焼び継続しないことびあります。 


現在時刻のセット 


リセットボタン 



時刻表示 


デジタル表示部 


h 






午 0 前 す I 



〇 〇 


離,し, 


表示切替 
を温時刻タイマ- 

〇 


里を自巧タィマ- 
〇 〇 〇 


現轴ま刻が午後7時10分の場合 
(1)©または(|)のボタンを1度押ず。 

♦ r 時刻」表示が「点滅」します。 


③デジタル表示部を見なび5、 © のボタンを押 
して7に含わせる。 

•巧し続けると1時間ずつ連続的に進みます。 

♦「午後表示ランプ」び「点灯」していることを確認します。 


★現在時刻が午前中の場合は r 午前表示ランスび r 点灯ルているこ 
とを確認してください。 


③デジタル表示をみなが 5© のポタンを押して 
ぶに含わせる。 

♦巧し続けると]分ずつ、連続的に進みます。 


•時刻合わせをする場合は、「時刻」表示が「点滅」している （10 砂間) 
に© ◎ のどち6かのボタンを押してください。 

♦時刻合わせがでをなかった場合は、をラー度@または@のボ 
タンを押して、始めか5やり直してくだごし、。 


® r 時刻」表示び、「点ミ威」か6 r 点灯」にかわり、 
現在時刻のセツトび完了しまず。 

f -お願い- 

★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂った0ず 
る場合は、コンセントを一度披いて、をラー度差し込み直して、 
時刻を設定し直してください。それでち直5ないとさはお買い求 
めの販売店までお問い合わせください。 


デジタル表示部 



お使いになる前に 


午後表示 


時刻表示ランプ 



a 






使用方法 



午0巧午違 



表示切替 
き温時刻タイマ- 
- • 〇 0 


運お自なタイマ— 
分〇 〇 



参 ♦ 〇 〇 

L0 HI 


© (D 

表示切 II 自お！タィマ- 

000 


点乂（通常運転) 


①油タンクのバルブつまみを r 全開」にずる。 

③ r 運転スイッチ」を巧して r 入」にずる。 

•r 運転ランプ」 が r 点な」 します。 

•このとを、デジタル表示部の r 時刻」表示び r 温度」表示に変わり、 
デジタル表示部に現在の室温を表示します。 

•約2分後に自動的に点火しますび、その後約3分間は予備燃焼し 
まず。 

♦予備燃焼後、約2.日分間は、火力は r 弱燃焼」しますので、火力調 
節はでさません。 

1 -お願い-^ 

♦ご購入されて初めて使巧されるとをに、製品の塗料やパッキンな 
どの焼けるような臭いがずる場含があります。 

このような場合は、お部屋の窓を少し開け、半曰か 51 曰程度、 
「強」運輯をしてください。 

★初めて運転するとさは、送油経路に充分燃料び供給されていない 
ため一回では点火しない場をびあります。 

(デジタル表示部に r •巧引を表示しまず。にのような場合は、 
しばらく待ってか5おう一度点乂操作をおこなってください。 

女点乂時には、ガラスび曇りますび、これは排ガス中の水分の蒸気 
によるをのです。 

♦室温び0で];(下の場含は、点火までの時間は約目分になります。 


ット巧に打油びたまった場合 


★点乂操作をして着火ミスをしたりずると、ポット内に灯油びたま 
ってしまいまず。（デジタル表示部に rff 引を表示します。） 
そのまま点火すると、がび大をくなり異常燃焼します。 

♦点乂操作をしないで、販売店にご相談ください。 

★万一灯油びたまったことに気付かずに点火したときは、 r 運転ス 
イッチ」を押しなおして「切」にし、たまったな油び燃えつきるま 
で待ってください。 

♦このとき、 電源 プラグをコンセントから抜かないでください。 


义力調節（手動運転) 


公 


♦火力調節は、「乂力調節つまみ」を目盛 r 微少」〜 r 強」の間で自由に調節してください< 
「パワーモニター」び、目盛の位置に応じて点なします。 


义力調節つまみ 


強■中•弱 • g 
火力勘節 



© 


デジタル表示部 


室温表 I 术運転ランフ 







■自動運転は、お部屋の温度をできるだけ一定に保つための運乾方法です。 


表示切替 
ミ温時刻タィマ- 

ぶ— — Q 

運を自かタイマ- 

♦ ♦ 0 


バワーモニター 




—乂 

[ 


① r 自動ボタン」を押しまず。 

•このとさ r 自動ランプ」び r 点な」し、デジタル表示部に現在の室内 
温度と設定温度 r が」(2ぴ〇び表示されまず。 ^ • 

★自動運転を解除する場合は、ちラー度「自動ボタン」を押して<だ ^ Q 

さい。「自動ランプ」び消灯しまず。 S • TT 

② ©または©ボタンを一度巧ず。 ^1 

♦「室温」表示び、「点滅」します。 

③ 温度を上げるとき。 こ； I1 

•デジタル表示部の設定溫度表示を見なびら ( D のボタンを巧す。 運* E 

® 温度を下げるとき。 I 

•デジタル表示部の設定温度表示を見なびら@のボタンを巧す。 

( -お願い- 

★一度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限り 、 r 消火」 樓再運輯する場 
含ち同一設定温度になります。 

★温度設定しない場合や、停電や電源コードを掠いたりした場合は、「£'ご」巧日で）び設定温度とな0 
ます。このとを室温び22でしソ上の場含は r 消乂」 状態となり運転はしません。運転したし竭合は室温 
設をを上げてください。 

★室内温度表示はス I -ーブの位置や部屋の大ささなどで、がずしわ、室温とは一致しません。 

このよラな場含はルームサーミスタを 34 ぺージ I ルームサーミスタの配線(移 iin を参照して適当 
な位置に付け替えて < ださし、。 



室湿の調節（自動運転) 




♦自動運転時には、室内温度び設定温度になるまで r 強燃焼」 を続け、 
室温が設定温度になると r 弱燃焼」 に切誓わり、設定温度を1む超 
えると r 微か燃焼」 に切替わります。 

♦さ6に設定温度より約2で上昇しますと、自動的に r 消火」 します。 

また設定温度付近まで下びりますと、自動的に r 再点火」 します。 
•自動運転は、タイマー点火操作をおこなったとをにも使用できま 
ず。 

★室温設定は日た〜30でまでです。 

•室温設定する場合は r 室温」 表示び r 点 ミ 威」 している間に@@ 
ボタンのどちらかを押してください。設定でをなかった場合はを 
ラー度巧して、やり直してください。 

•セットされた室温にコント□ールするたゆに、自動的に r 強」. r 弱」. 

「微か」 運転および r 消义」- r 再点乂」 をくり返しまず。 

♦r パワーモニター J び各運転状態を表示しまず。 



使いかた 





使用方法 


表示切替 
を温時をりタィマ- 
0 〇 



バワーモニター 

0 0 0 0 
L0 HI 


タイマー運転をするときは、10ページ r 現在時刻のセット I に従っ 
て、時刻合わせをしてからでないと、タイマー運転でさません。 


① r 表示切割ボタンを巧して r タイマー」表示び「点 
な」ずる位置にする。 

•このとさデジタル表示部び、ち図のよラに r パー表示 J に変わりま 
す。 

CSi 午前6時30分にタイマー点乂したい場を 
③©又は ( D のポタンを一度巧す 

• r タイマー」表示び「点滅」します。 

③ デジタル表示を見なが 5© のポタンを押して、 

S に合わせる。 

♦巧し続けると、 ] 時間ずつ、連続的に進みます。 

•「午前表示ランプ」の「点灼■」を確認します。 

★点乂のセツト時刻び午後の場合は、「午後表示ランプ」の「点な」を 
確認して < ださし、。 

④ デジタル表示を見なが5◎のボタンを巧して、 
5 て' に合わせる。 

♦巧し続けると]分間ずつ連続的に進みまず。 


♦タイマー運転の時刻含わせをする場合は、「タイマー」表示が「点 
減」している （1 日砂亂に © © どちらかのボタンを押してく 
ださい。 

•時刻合わせびでさなかった場含は、ちラー度①墳からやり直して 
くだごい。 


⑥「タイマー」ボタンを押す。 

•「タイマー」表示び「点灯」し、タイマー運転時刻びデジタル表示部 
に1日砂間表示されます。 

★その渡現在時刻表示にかわります。 

® タイマー運転時刻表示中に r 運輯スイッチ」を 
巧す。 

♦「タイマーランプ」び r 点打」しタイマー運転のセットが完了しまず。 
•セットでさない場合はをラー度⑥項か5がり直しください。 

Ik 


1 

午前 

• 

— 、\ 

> 

午後 

〇 

設を 

温度 

、 

• ^ 

時 


• 

• 


、连內 

磊-度 

— 

か 

表示切替 
ま通1時刻タイマ- 
〇 〇 • 


タイマー運転のしかた 


タイマ—表示 


タイマ—ランプ 



デジタル表示部 


峭〇 

ff 



巧旧皿 


{を.温 


午前表示ランフ 


タイマ—表示 J 


デジタル表示 








-お願い- 

★タイマー運転を解除するときは、 「運転スイッチ」 を巧して r 切 J にしてください。 

女タイマー運転時刻は、一度設定ずれば変更しない限り、 「タイマーボタン」 と 「運転スイッチ J を押す 
だけで、同一時刻でセットび完了になりまず。（⑥〜衝項の操作） 

★タイマー運転時刻の確認は、消火中に r タイマーボタン」 を巧してください。 

1日秒間表示します。 

★燃焼中に r タイマーボタン」 を巧すと、タイマー点火操作をした攝合と同じ状態になり、消乂して点 
火タイマー待機状態となります。 

★タイマー運転のセット後に 電源が 切れた 場 含は、タイマー設定は解除され、タイマー点乂時刻に点 
乂しません。 

もう一廚日ぺージ Ij 離時刻のセッ互に從って、時刻含ねせか6タイマー設定をやりなおしてく 
ださい。 

★タイマー点火時刻を変更ずる場合は、 14 ぺージ①〜®に従って合わせなおしてください。 

★タイマー点火する場合は、周囲に可燃物びあったり、そのほか危険な状態のないことを確認してか 
らセツトして<ださい。 


★おでかけのとさは、タイマー点乂により点火しないで<ださい。 




タイマー運転の解除のしかた 



タイマー運転操作をした後、タイマー運転時刻前に通常運輯をおこないたい場合。 


① r 運転スイッチ」を押して r 切」にずる。 

^[タイマー運転の解除] 

③ r 運輯スイッチ」を再度押して r 入」にずる。 

^[通常運転開始] 


使いかた 


近 



使用方法 




g 圆時 



i 富 け/ か 


表示切替 
を温時刻タイマー 
〇 • 〇 


運ち自巧タイマ- 
- 〇 〇 0 



?〇 D D 〇 


(D (D 

表示切替自なタイマー 

000 


100 V 



を 

電帶グを 


★ご使用中に、においびしたり目びしみる攝合は、煙突やパッキン 
部からも排ガスび漏れていることび考え6れ危険です。使用する 
のをやめてお買い求めの販売店にご相談ください。 

★長期間使用しない場含や、 

使用斯間び終わりました6、 

必ず電源プラグを抜いて< 

ださい。 

ほこりや巧れびついて発火 
することびあります。 

女このストーブは、雷に対する安全機構をそなえていますび、 

雷の条件によってはストーブび故障することびありまず。雷 
が発生した5電源プラグをコンセントから扳いてくださると 
ま全です。またス f -ープをいためることわありません。 

★ストーブを使用するとをは、おず天板ガードを取り付けてか 
5使用してください。 

取り付けないと、地震などによ〇ストーブに可燃物び落下し 
たとを、火災のおそれびあ0ます。 


天板力‘ード 



消义 


①「運転スイッチ」を押しなおして r 切」にずる 

♦ r 運転ランプ」び r 消丹」します。 

♦デジタル表示部は、現在の時刻を表おしまず。 

-お願い- 


♦短時間、長時間にかかわ5ず、ストーブの消义はな上の通り実施 
して < ださい。 

電源プラグをコンセントか5巧き取ったり、ス I ブをゆすって 
乂を消したりしないでぐださい。 

♦「燃焼用送風機」が止まるまで、電源プラグを抜かないでください。 

★長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントか6抜い 
て < ださい。 

★が出するとをは、必ず消火してください。 


運 

暫 

ン 

フ 


消义後再点义するとさのを意 


♦消火してまた点火操作した攝合、瞬間的な消火操作(約3秒し U 内)であ 
れば、そのまま燃焼び継続されまず。それ政後は、約2分間の冷部後 
でないと、再点火でをません。 


使用上のを意 


公 


HIP 紳 H 
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示 

旨 
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安全装置 


ま全装置 

はた 5 さ 

処 置 

対震自動消火装置 
と T S 

♦運転中にス1-ーブ本体び地震(震度約日攻 上） 

や強い振動、衝擊を受けた場含、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

★地震によって作動した場を、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 

油漏れ、煙突のがれなど異常 
びないことを確認してか5再 
点火して < ださい。 

点乂安全装置 

E ら3 

1 

•点火ヒーターなどの赤熱不足による点火不良。 

♦点乂ヒーター-電磁ポンプ.燃焼巧送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 
止します。 

1 

★点乂ヒーターの故障が原因で 
運転を停止したとさはバーナ 
一底にな油びたまります。た 
まった灯油をふを取ってか5、 
ご使用ください。 

(販売店にご相談ください） 

停輩安全装置 

EE 0 

i 

♦運転中に停電や電源プラグを抜<などして電 
源が切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

♦再び通電されてを運転しません。 

♦タイマー運転中に停電びあった場合、タイマ 
一運乾は解除されます。 

女再点火操作をします。 

★現在時刻の設定とタイマー運 
転の設定をやりなおします。 

燃焼制御装置 

EE B 

♦燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

★再点乂操作をしまず。 

EE 表示は安を装置が作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、22ぺージを参照してください。 

- あ願い - -- 

必ずストープを消火し、本体温 
度が充分下びってか5おこなっ 
てください。 


♦安全装置が作動するのは何 5 かの異常があるときでずから、下記の処置をしても正常にならないと 
さは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

♦安全装置び作動した場合は、「運転スイッチ」を巧し r 切」にしてから、下記の姐置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を押して r 入」にしてください。（再点火操作） 


使いかた 


a 






日常の点検-手入れ 


点検-手入れのとをの注意 

★点検-手入れをおこなうとさは、ストーブを消火し、おず電源プラグ 
を抜いておこなつてくださし、。 

★ガードを開ける時など必ず手袋をはめておこなって<ださい。 

★電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


成周固の状態_| 

•ス I -ーブの周固は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにして<ださい。 

♦ストーブはいつち清潔に掃除してください。巧 
れたままのご使用は危険のをとでずし、ス I ''一 
ブのいたみを早めます。 

★ほこり 

♦ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった霜れ雑巾などでみさ取 
ってくださし、。 

I ★臭気•ずず 

♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、煙突か5す 
すが出ていないか確認して < ださい。 

異常びあれば販売店に連絡して < ださい。 

み煙突 I 


み油漏れ、油のたまり、諭にじみ] 

•送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみびあるかど5かを調べる。給油の 
とをこぼれた灯油はよくふさとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏赃置をし、油漏れびな<なったことを確 
認してか6点火操作をして < ださい。 

「威由冒 

♦送油管か5油漏れびないか点検し、電裂などげ 
あれば交換して < ださい。 

♦ゴム製送油管は2シーズンに1度は新しい物に 


交操されることをおすすめします。 

•屋外配管をする場合は、銅配管でおこなってく 
ださい。 


♦外気温び低い場を、煙突内の排ガスの水分び結露しやずくなり、結露かび凍結して煙突を/或さぎ、不完 
全燃焼や排ガスが室内に漏れる原因となり危険です。 

日常点検してください。 


箇月に1回 ]; Lh 


1 ★送風機7_ァ_ンのほこり 

燃焼用送風機のファンにほこりびついたとき、ブラシや電気掃除機など 
で取り除いてください。 

♦ス1-ーブ側面の点検扉を固定しているネジをはずし、点檢扉をはずし 
てから掃除してください。掃除後は、必ずをとどおりに点横扉を取り 
付けて < ださい。 

•ファンを変形させないよラにを意して < ださい。 

みおミス炎窗1 



ガラス炎筒にすずによるよごれびあれば、やわらかい巧などでみいてください。（販売店にご相談ください。） 
♦ガラス炎筒には絶対に水をかけたり、衝擊をあたえたりしないで<ださい。 


公 








★反射板のほこり（必ず手袋をはめておこなってくださし、） 


♦ストーブの反射板にほこりびたまった場含は、 
ガードの両端を上方へ持ち上げ、下端を手前へ 
引いて、ガードを取りはずしてから、乾いた布 
でたまったほこりをふを取ってください。 



厂3箇月に1回 LU 上] 


I ★油タンク I I 古油タンク内の水] 

♦給油□フイルターがごみやほこりで目づまりし ♦油タンクに水やごみびたまっているようでした 

まずと、給油時に給油□よりあふれ出たりしま 5、ドレン振きや、油タンクのストレーナなど 

す。給油□フイルターを取出して、付着したご か6たまった水やごみを取り除いてください。 

みやほこりを取り除いて < ださい。 

I ★電源プミす•コンセント 

♦電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると火災の原因になる 100 V 

ことびあります。 3箇月に]〜2回電源プラグをコンセントか6抜い r 

て、付着したほこ0や巧れを取り除いて<ださい。 





定油面器のストレーす 

♦想由面器のストレーナは約3箇月に1回と、ス I -ーブの格納（シーズ 
ンオフ）のとさ、次のよラに口油で洗浄してください。 

① 油タンクのバルブを閉める。 

② 定油面器のストレーナの掃除口に容器をあてびっておを、2本のね 
じをはずして、ストレーナを城きだす。 

③ ストレーナを打油で洗浄する。 

@ストレーナをもとどおりに取り付け、こぼれた巧油をふきとる。 
⑥油タンクのバルブを開く。 

⑥油漏れびあるかないかを点検する。 


ミ原プラグ 


V コンセント 



\ \パツキン 


n シーズンに1回切上 


如た/すン I 

♦燃焼中、室内ににおいびこわるよラな場合は、 
と < にを意して点橫して < ださい。 

•ガラス炎筒とバーナーの接続部、ガラス炎筒 
と熱交換器の接続部、燃焼筒ふたと熱交操器 
の接続部 

• 点火 ヒーターの 取り付け部 


「★点乂 ヒーター 


♦点乂ヒーター及びパッキンび古くなり、切れた 
り、ずをまなどびあると、点乂不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談ください） 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


ぶ 















日常の点検.手入れ 


[★燃焼リング、 バーナー 


♦燃焼リング、バーナーは高温になりますので焼損することびありまず。とさどを点検し、変おや焼損し 
ていたら早めに修理してください。(販売店にご相談ください） 


★埋当 

♦煙突は約4箇月に]回程度の割含でいったん取りがし、排気流路部分のすずによるよごれなどを点検し、 
ほこじやすすびたくさんたまっているとさは、軽く掃除してください。 

か々ほこりやすずびたまっている程度では、掃隙をおこなう必要はありません。 

r 全耐熱臺蓉の補 

•熱交換器は麻熱塗装を施していますび、耐熱塗装膜び酸化してなくなる場合びありまず。 

その場合は市販の耐熱塗料のスプレーで、火気のない所で補修するとをれいになりまず。 


地震などの災害が発生したときの点おについて 


♦地震などにより製品に振動、衝撃が加わったときは、運乾をする前に必ず;欠の点検を実施してください。 

点検の到 

♦機器の損傷の点検♦煙突回りのがれ、漏れの点検♦送油経路からの油漏れの点検 
★点検で異常がみつかったとさや、点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり目げしみ 
る攝合は、使用を中止して、販売店または別紙の I ぉ客癖藤^奮百二施1に修理依頼をしてください。 

定期点検 


長期間ご使用になりますと、機器の点横が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にを全 
にお使いいただくために、2シーズンロ回離、シーズン終了後などに、お買い上げ店、刃が觸資格者〔刷） 
日本石油燃焼機器保守協を （TEL03-349 日-2日 28) でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器技術 
管理±)など〕のいる店、当社ま店•営業所などに点検依頼されることをおすすめします。 


定期点検の内容 ] 

頂 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

参定油面器-ストレーナの掃除 ♦油タンクの水おさ 

♦送油経路の油われ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはた5さ •操作部品.動く部品のはたらを 

消耗しやずい部品 
の点検•交換 

•点火ヒーター、燃焼リング 

掃除-点検-整備 

♦本体内部、燃焼用送風機 ♦各接続部のパッキン 

•煙突の接続、つまり 


公 







故障.異常の見分けかたと処置方法 

故障-診断チ: L 夕轰 

★この表切列■にす具合があるとをは、お買求めの販売店にご相談下さい。 


\ 現象 

\ 

原因 \ 

運 

転 

ス 

イ 

'4 

び 

点 

丹 

し 

な 

い 

占 

/け、 

火 

し 

な 

い 

が 

び 

夫 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

乂 

で 

を 

义 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

び 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

立 

消 

元 

す 

る 

置 

居 

ミ由 
に 
じ 
み 
び 
あ 
る 

び 

び 

じ 

賣 

出 

る 

ガ 

フ 

ス 

び 

< 

ち 

る 

処置方法 

輩源プラグをコンセン 
卜に差し&んでいない 










電源プラグをコンセントに 
着し込んでください 

停電した 

〇 





〇 

EE 0 




停電復帰後点火し直して< 
ださい 

対震自動消火装置が 
作動した 


〇 




〇 

E 巧 




定油面器のリセットボタンを押し 
てから巧点义操作をしてください 

油タンクに水が入つ 
てし、る 


〇 

〇 



〇 

EEB 




水混入の灯油をすっかり振 
いて<ださい 

油タンクに巧油がな 
し飞 


〇 

〇 



〇 




の■油を入れてください 

不良な油を使用した 


〇 

E り 

〇 

〇 





〇 

販売店または別紙のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 






// 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 





日 

// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 










// 

電磁ポンプ不良 


〇 

が*? 

〇 

〇 

〇 

〇 

EEB 

1 

1 

日 

II 

点乂ヒーター不良 


〇 








// 

煙突のドラフトが強 
すぎる 






〇 



〇 

ドラフトレギュレーターを 
取り付けて<ださい 


♦燃焼 中 r カチカチ」音がすることびありまずが、電磁ポンプの運捉音で異常ではありません。 


参この表の「も£」は、22ページデジタル表示の見方を参照してください。 
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お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 












故障.異常の見分けかたと処置方法 


I デジタル表示(エラー■表示)の見方 

★ストーブの運転中に異寓び起こり消火した場を、下記のように、デジタル表示部に r エラー表示」 します 
ので処置をして < ださい。 


[ エラー表示 

原 因 

処置方法 1 

EE 0 

♦運転中に電源び切れました。 

♦タイマー点火待機中に電源び切れました。 

♦電源プラグの差し込みを確認し、 
再点火操作をしてください。 

EE 1 

♦ルームヴーミスタび断線しました。 

♦販売店まで連絡して < ださい。 

EE 台 

♦点火安全装置び作動しました。 

•バーナーサー S スタび断線しました。 

♦原因不明の場をは、販売店まで 
連絡して < ださい。 

EE 与 

♦対震自動消火装置び作動しました。 

•作動した原因を取〇陳さ、再点 
火操作をしてください。 

EE B 

♦運転中に消火しました。 

•J (―ナーヴ ー S スタび断線しました。 

•灯油を入れて < ださい。 
•原因不明の場含は、販売店まで 
連絡して < ださい。 

EE '7 

♦室温び3目た政上になりました。 

•室溫び下びるのを待って、再点 
乂操作をしてください。 

•溫度調節をして < ださい。 
♦原因不明の塌合は、販売店まで 
連絡してください。 

EE EI 

♦燃焼用送風機び故障しました。 

♦販売店まで連絡して < ださい。 

EE 15 

♦スタート時、バーナーび高温でした。 
♦バーナーヴー S スタび短絡しました。 

•販売店まで連絡してください。 


♦着火 S スを2回しました。 

♦販売店まで連絡してください。 

ノ 


部品交換のしかた 


> 

A ま思 

1 ★分解修理の禁止1 

故障、破損した日使巧しないでください。 


> 

不完全な修理は、危険です。 

分解禁止 


短期間に消詩する部品は特にありませんび、ガラス炎筒、定油面器、燃焼リング、点火ヒーター、パ 
ッキンなどの交換部品び必要な場含は、お買求めになった販売店にご相談ください。 

★部品交換の際は、おず純正の補修部品をお使いください。純正の部品政がを使用して万一故障や事 
故が発生した場含、当社は責任を負いかねます。 


不完全な修理は危険でず。修理をお黄けになる場合は、財団法人曰本石油燃焼機器保守協会でおこな 
う技術管理講習会修了者(石ミ田機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨します。 

成 








保管のしかた(長期間使用しない場合） 

产 - 

•ストーブを保管する場含は、18ページ 曰常の点検•手入れの 項を参照して、ストーブの手入れを 
してか5保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納-保曽場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびにくい巧であって、しかをストープ 

の上には重量物をのせたり、人が乗ったりしないよラ配慮してください。 

k _/ 

1 ストーブを長期間使用しないで保管すると去は、必ず 電源 プラグをコンセントか6抜き、油タンクの 
パルプを閉めてください。 

2 ストーブを使用ずる季節びおり格納するとさは、油タンクの灯油を市販の給油ポンプで重:部抜走取り、 
定油面器のストレーナーも取り出して巧油で洗淨してください。0目ぺージ参照） 

. お願し、 、 

油タンクの I 打油を抜くときは、送油管のな油を完全に抜いてください。灯油が残っていると翌シーズ 
ンに使用ずるとを、つまってな油が流れなくなりまず。 （9 ページ 参照） 

V V 

3 ス I -ープや油タンクの表面をふいてください。 

♦固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤でミちれを取り、乾いた布で水気をみを取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装び変色したり、危険でず。 

4本体にほこりびたまらないよう、適当なカバーをかけてください。 

c 附属品と r 取扱説明書-工事説明書」- r 保証劃も紛失しないよう同時に保管してください。 


型式の呼び 

HR - T 681( N ) 

質 童 

約巧 kg 

m ま置 

半密閉式石油ストーブ•ポット式 

關甄囊复致 

100 V 日日/即 Hz 

傑 大弓 

強制通気お•自然対流お 

巧巧进巧亟 +1 

点火時24日/ 240 W •燃焼時14/1目 W 

点火ち式 

電気点火 

ぶ格'肖賛軍力 

最大680/68日 W (点火初期に短時間発を） 

使用燃料 

な油 ( JIS 1 号） 

煙突の呼び徑 

1日日 mm 

燃焼状態 

最大 

最ル 

電流ヒューズ 

5 A 

燃料消費量 

0.984 L/h (目盛強） 

0.198 L / h (目盛微か） 

巧 A が是 

対震自動消火装置、点火安全装置 

発熱量 

364加 kJ/h 

7334 kJ/h 

巧王巧厦 

停電安全装置、燃焼制御装置 

熱効率 

67.1% 

65.3% 


置台 (1 個)、ゴム製送油管り本) ( Im ) 

暖房出力 

6,79 kW 

1.331 <W 

附属品 

ホースノ くンド（到固）、天板ガード （ 1 個） 

がお寸法 

高さ611隱、幅7邮 mm 、 奧巧 427 nim (置台を含む） 


木ねじ （1 本） 

表の熱効率は、煙突の通気力（ドラフト）が、強燃焼時一 
合です。 

\ 

O . SmmhbO 、 微少燃焼時一 0.4 mmH 2 O で、使用した場 


■送油経路図 ■配線図 










アフターサービス 


保証について 


♦添付しております保証書は版売店で所定事項を記入しておミ度ししますので、お受けおりください。記載 
内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの日より1年間です。 


1僅 I 里を依壇ずるとを 

♦故障-異常の見分けかたと処置方法に1ページ)に従って、お調べください。直らないとさは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを振いてか5、お買上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名’••半密閉式石油瞩房磯(半密閉式石油ストーブ） 

③型式の呼び… HR - T 681( N ) 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ.おところ，電話番号 

•修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただを 
ます。 

•保証期間が過ぎているとをは、修理ずれば使用できる搞合には、ご淸望により有料で修理させていただ 
をます。 

♦修理料金は、技術料，部品化.出張料などで構成されています。 

/ -^ 

この取扱説明書-工事説明書および本体に表示されている禁止事項.注意事項および通常使巧に反し 
て使用された場合の故障、事故につをましては、保証いたしません。 


補修用性能部記について 


★半密閉式 ( POT 式)石油ストープの補修用性能部品の保有期間は製造巧ち切り後7年でず。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するたゆに必要な部品です。 

L 転居される場査 1 


♦このス I ブは電源周波数郎、郎 Hz とを同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整び必要ですので別紙の「お客様相談窓巧こ覧1までご相談ください。 


A ま 后、 

r ★分髓廚里の禁止 i 

、 

故障、破損した5使用しないでください。 

の 


不完全な修理は、危検です。 

分解禁止 

ノ 


故障-修理の際を連絡先] 


アフターヴービスについてねからない場合は、お買い求めの販売店、または、もよりの fg 客穂相談窓己 
■~ S ~1 (別紙参照)までお問い合わせください。 












据付けについて 


据付け工事は販売店に依頼する 


据付けや移動工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


け居巧けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準びあります。 r 工事編1 
のををのためにがずお守りくださいをお読みになり、販売店又は据付業をとよくご相談してくださ 


• I 標準循付け巧 n については28ベージを参照してください。 


I 



据付け後の確認 


♦据付けが終りましたら、ちう一度、 [ xmmj の巧全のためにおずお守りくださいをお読みになり、 
「ェ事編]に記載されているとおり据え付けられているかどラかを確認してください。 


式運転 


♦試運転は、販売店及は据付業者とご一緒に必ずおこなってください。 

mmmmm 

1 8ぺージ「給油の G か；■こ」、日ぺージ「点乂前の準輝と確認）に従って運転準備をしてください。 
〇電源プラグをコンセントに確実に善し込んで<ださい。 


< 51 ^ 


12ページ 使用方法 に従って運転してくださし、。 


2巧期運転時の異常現象 

^ ♦開捆して始めて使用したとを、防請ミ由または塗装やほこりび乾燥したり焼けたりすることによって、 
ス I -ーブから約20分間位、煙やにおいび出ることがありまずび、ご使用には全く支障はありません。 

Q 正常運転の目安 

U ♦正常運転時のバーナーの炎の色は、黄乂びとさどをまじる青がです。 

r -お願い-^ 

煙突の設置条件が悪いと、黒煙を出して燃えたりガラス炎筒び曇ったりしまず。交、とくに春先や秋 
□で外気温が高い時期には、ドラフトが不足して点火時ににおいがすることがありまず。煙突の設置 
を点検し、35ぺージ煙突の取り付けを参照して正しく煙突を設置してください。 



消火の手順 



お手入れ•アフタ—サ—ビス 据付け 


♦1 目ぺージ Q 肖乂 I にがって消火をしてください。 
















I 工事編 I 

設置工事の前に、この工事編をよくお読みのうえ正しく据付けてください。 

なお、この取扱説明書•工事説明書は、工事終了後におずお客様にお渡しください。 

ま全のために必ずお守りください 

♦ここに示した事!：頁は、成警告、么ま意に区分しています。 


A 警告 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合 
によって使用者び死亡、重傷を負5可能性、または火災の可能性び想定される內 
容をおしていまず。 


この表示を無視して、作業を誤った場含に作業者び、またはその作業後の不具合 
によって使用者び傷害を負ラ可能性や物的損喜の発生び想定される内容を示して 
いまず。 

/ T \ 江忌 


♦イラスト（まんび）の横にある〇マークは「禁止」、〇マークは r 指示」、 zb ド-クは「ま意」を表しています。 


A 警告 


★据付けや移動は、販売店へ依頼または据付業若び 
おこなって < ださい。 

お客様ご自身で据付けをされ、不備びあると感電や火災の原因になります。 


★据付けは乂災予防条例、電気設備に関ずる巧術基準 
などの法令の基準を守っておこなってください。 


I ★屋內排気寧止 I 

屋内に排気すると排ガスび室内に充満して危険でず。 
必ず屋外に排気してください。 


で 

巧 


\ 



I ★煙突を_確蓮に璋続 I 

煙突を確実に接続し、しっかりと固定してください。 

風、振動、衝撃などで外れたりずると運転中に排ガスび室内に漏れて危険です。 


〇 

指示 


〇 

指示 


0 

禁止 


〇 

指示 









I ★次の 場所に は据付けない 1 

女乂がや予想しない事故の原因になりまず。 

♦水平でない場所、不安定な場所 
♦不安定な物をのせた棚などの下 
•可燃性ガスの発生する場所又はたまる場所 
♦燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所、又は換気のおこなえない場所 
•付近に燃えやずいなのびある場所 
♦階段、避難□などの付近で避難の支障となる場所 
♦防火対策をしていないマントルピース内 
♦温室、飼育室など人のいない場所 

•フ□ンガス、塩化水素ガスなどの八□ゲン系化合物のガスや溶剤を使用している、 

理-美容院、 乂ッ年- 塗装工場、電子部品組立工場、繊維関係工場 

塩素ガス等の影響により謂び発生することびありますのでご使用はさけてください。 

♦塵やほこりの多い攝所 

燃焼用送風機のフアンにほこりびつまり、異常燃焼を起こずおそれびありまず。 

★可燃物との距離を離ず 

女ストーブか5間囲の可燃物までの距離は図の 
よラにしてください。 

♦ストーブの上に物び落下しない場所で使用し 
てください。落下物により火災び起きるおそ 
れびあります。 

♦家具等からは充分な距離を取つて < ださい。 

(熱で変形や変色、自然発火ずることびありま 
す。） 

♦ス [-- ブは、ス f -ーブに附属された置台の上 
に据付けてくださし、。 

(可燃物） 


〇 

(可燃物） 距離 



0 

使用禁止 


据がけ 




ま全のために必ずお守りください 



固定金具 


X 45 cm む上 


I 上り勾配 


ドラフトレギ ユレーター 


15 cm む上 

支え又は 
\つり金具 


めびね石 



可燃物から 
45 cm じ Lb 


周囲の可燃物 
から Im む上 


I ★家屋貫通部_のま意 I 

♦煙突び可燃性の壁などを貫通する部分は、必ずめびね石を使用して 
<ださい。 

♦小屋裏、天井裏などにある部分は、金属し^がの不燃材料で防火上有 
効な被覆をおこなつて < ださい。 

♦可燃性の壁、天井、小屋裏、天井裏などを買通ずる部分及びその付 
近では、煙突の接続はしないでください。 


♦煙突は、風や振動などで倒れないように、支え金具や支え線などで 
固定してください。 

♦煙突は、1.日 m 〜 2 m おきに固定金具(市販品)で固定し、自重をま 
える部分は、支えまたは吊り金具で堅固に支持してください。 






参 


圖 H MB 



禁止 


I ★煙突の点検 1 

据付けび終った5、をラー度点検し 
てください。 

次のよラな取付けは危険であったり、 _ 

不完全燃焼をおこすおそれげあるの $胃胃3 

で、必ず修正してください。 



I ★コム製送油管の屋外使用禁止 

ゴム製送油管は屋外で使用しないでください。 
ひび割れを生じて油漏れの原因になります。 


0 

使用禁止 


I ★ミをタンクとの張離を離す I 

♦油タンクはストーブより2 m 政上離して据付けるか、防火上有 
効な遮へいを設けてください。 

★屋外タンクでの使用を前提とし、附属のゴム製送油管の長さは 

]m です。 別売のゴム製送油管 （ X ‘1 1070日15•長さ 3 m ) をご 

使用ください。 

♦油タンクは、熱•振動-衝撃のかない場所に据付ける。 

♦据置式油タンクは、不燃材の床上に据え付けること。 

床置式の油タンクは、たたみ-じゅラたんなどの上に据付けな 
いこと。 

♦油タンクの送油バルブ(油の出口）と本体の忠あ管との落差は加 
cmlU 上になるように置いてください。 

オイルへッド面との落差は、最大 2.5 m 切下にしてください。 
油び定油面器よりあふれ出ることがあります。 

•室が設置の油タンクの場合は、ちの図の落差をとってください。 


〇 



2.5 m 1 

L ソ下。。 i / 
30帥 f 

im± 


ミ由タンク 


据巧け 


29 





















開こん 


開こんの際の注意 


包装箱から製品を傷つけないように取り出し、捆包材などを取り除いてください。 


2 その他お使いになる前に、製品の輸送中に生じたかねじのゆるみや、はずれなどびないかを調べて< 
ださい。 


_ 附属品と取扱上の注意 _ I 

♦置台1個：ストーブの置台として必ず使用してください。 

♦天板ガード1個：火災予防のために必ず取り付けてください。 

•ゴム製送油管(長さ1 m ) 1本：給油コックとス I -―ブとの接続に使用してください。 

★屋内タンクをご使用の蠕合は、別売ゴム製送油管（※り070日1己•長を 3 m ) を使用してください。 

•ホースバンド2個：ゴム製送油管の締め付けに使用してくだごい。 

♦木ねじ1本：ルームヴー S スタを壁などに固定する場をに使用してくださし、。 


公 





据付け 

据付け場所の選定 ^ 

1床面 

♦ス I -ーブを据え付ける床面は、強い振動や衝撃びなく、ス I -ーブの重量に充分耐え、安定している 
ことが必要です。 

•ストーブは、水平になるよラに置いてください。ス I -ーブを水平に置さませんと、異常燃焼や対震 
自動消乂装置の誤作動の原因になることびあ D ます。 

2可燃物との距離 

•ストーブと可燃物との距離は。27ページ [去 可燃物との距離 看 離ず] の図を参照して、充分な距離 
をとって < ださい。 

3煙突の設置 

•煙突は必ず屋外へ出してください。出さないとガス中毒事故を起こずことびあります。 

♦煙突を設置するところと、ストーブを据付けるところの、相互の距離関係をよく配慮してください。 

4落下物の危険のない場所 

♦ストーブに物品び落下する可能性びあるとをは、その落下の可能性びある物品を取り除くかまたは 
落下の可能性のないように処置をしておいてください。 

5コンセントの位置 

♦交流100ボルトの電気のコンセントび、どこにあるかということをよく考慮してください。歩行省 
が、電源コードをひっかけないよラにしてください。 

0暖房効果について 

♦ストーブの対流熱と放射熱で、暖房び最わ効果的にでさる場所を選んでください。 

7燃焼用空気について 

♦ストーブを据え付ける場所には、下部換気口および上部操気□を設けてください。 

♦ストーブは充分に換気がでさ、可燃性ガスび発生しない場所または、たまるおそれのない場所に据 
付けてください。 


据がけ 


ぶ 




据付け 


据付けち法 


ヒートエレメントの取り巧け 


• r ヒートエレメント」は、下図のように、熱交換器巧に正しく装着されているか確認してください。 



にのせます。 




燃焼筒ふたの取り付け 


(臭気の原因となるため正しく取り付けてください。 


• r 燃焼筒ふた」は、方向性びあります。ふたの上面の表示に従って正し 
<取り付けて< ださい。 

取り付け後はふたび浮かないよラに(パッキンをなつかせるため)上か 
5必ず巧しつけてください。 

浮いていると排気ガスび室内に漏れ、においびでます。 


[天板ガードの取り付け: 



•附属品の r 天板ガード」を取り出して本体に取り付けてください。スト 
ーブをご使用になるとさは义災予防のためにち、必ずこの r 天板ガー 
ド」を取り付けてからご使用ください。 



置台の取付けと水平調節 


• r 置台 J の上にストーブを据えてか5、ス I -ーフ床面の4箇所の「調節 
剛で、 r 水平器」を見ながら水平になるように調節してください。 

♦本体側面に ついている 水平器を上から見て、水平器のおをりび丸いマ 
-クの範固内にあるとさび水平でず。 


(後ろ側) 























































ゴム製送油管の取り付け 


♦油タンクの送油ノりレブまたは、給油コックなどの油の I 

出口とストーブの送油管に、附属または別売のゴム製 
送油管を差し込み、附属品のホースバンドで締付けて 

•送油营の上には重量物びのったり、折れ曲がったり、空 ^一 -**’ 

気たまりびでさるよラな形状にな6ないよラにご配慮 
<ださし 

♦規おの送油管政がは使用しないでくださし、。 

♦ゴム製送油管は油タンクを屋外に設置する場合は使用しないでください。 

♦ゴム製送油誓の取り付けは、曲げ半径びルさかったりねじれたりずるとゴム内部に圧力が加わり、短時 
間でヒビ割れなどび発生し、油漏れの原因になりまず。 

曲げ半径は最低でを100 mm しソ上になるよラ、またねじれのないよう設置してください。 

♦ゴム製送油管は紫が線に当たると努化び早くなります。でさるだけ曰光の当たらない場所を選んでくだ 
さい。 

♦ゴム製送油管は、時間ととちに劣化しまずので、定期的に点検してください。 

2シーズンに1度は新しい物に交換されることをおすすめします。 

参油タンクを屋外に設置ずる場合は、必ず金属製送油管(外径ゅ8の銅管)を使用してください。 

★金属製送油管で配管ずる場合は、切脚や力に時の切りくずや切り粉をきれいに取り除いてか日配管して 
ください。切りくずや切り粉が配管巧に入りまずと、定油面器か6な油があふれたり、電磁ポンプの故 
障の原因になりまず。 


SS 配 



空気たま0や 
水たまりびでをる 



★油タンクの据付けについては、各地の火災予防条例に従ってください。 
♦29 ページ [★油歹歹クと面距離吉羅す] を参照して据え付けてください。 


油タンクの組立てと据付け 


据付け 










据付け 


電源コード 


♦電源コードは傷つけたり、束ねたり、無理に曲げたりしないでください。また足でひっかけたり、重量 
物び棄って破損しないよラにご配慮ください。火災の原因になります。 

♦ AC 1 如 V 電源を使用してください。100 V 切がの電源を使うと、電気部品び故障したり、発火すること 
があります。コンセントは、雨や水のかか5ない場所に設置してください。またコンセントが傷んだり 
差し込みがゆるいときは使用しないでくだごい。感電.シヨート.発乂の原因になります。 


ルームヴーミスタの配線（移動) 


♦ス I ブの設置場所や周囲の状況によっては、お部屋の室温調整びラまくいかない場合びあります。 
このよラな場含には、ス I -ーブの側面に取付けてあるルームサーミスタの位置を変更してください。 


1 ストーブ側面のルームヴーミスタを止めているビニタイをはずして 
<ださい。 

センサーケース裏面の粘着テープで壁や柱に貼付けてください。 
(リード線の有効長さは2.日 m です。） 

<-お願い->1 

リード線が、煙突に触れたり、踏んだり、引っかけたりしないよう 
に配線してください。 



2 附属品の木ねじで固定する場合は、木ねじを壁にねじ込んでからセ 
ンサーケース裏面の巧に木ねじの頭を通して取付けてください。 


姻 



公 







煙突の取り付け 


煙突の径 


♦このストーブの煙突の呼び径(外径)は 106 mm です。 


煙突の引を出し位置の変更 


♦このストーブは煙突の設置状況に応じて、本体ち側か5でち、本体左側からでを取り付けび巧能です。 
取り付け位置の変更は次のよラにおこなってください。 



♦厳寒地区では、屋外の煙突巧結露水び凍結しふさがれることびありまずので、充分にミま意してください。 
1屋内の横引きは、できるだけ短くしてください。 （2 本料内） 

2 立上げ部の接続は、 T 巧びりを使用してください。さらに、水抜を巧（を日政上)をあけていただくと 
効果的です。エルボの使用は絶巧におやめください。 

〇屋外の横引をは設けないでください。 


煙突の横引を、立上びりの標準寸法 


•煙突の寸法と通気力 （ ドラフト)個ま、ほぼ次の図表の通りでず。 

通気力（ドラフト）（一 mmH 吕日） 

M 巧を測京の面 / 


C 

A 

A 二]巨0、 B 二230、 C 二1巨0程度 

A 二]巨0、己二570、 C 二330程度 

0.8 

上 而ぉ 

A 二] 6日、 B 二23日、 C 二330程度 

1.2 


1 

A 二]目0、巨二60、 C 二270程度 

1.7 

単位：別1 

A 二] 60、目二60、 C 二440程度 

2.2 


(注)通気力（ドラフト）とは、煙突を通じておこる排気ガスの流動を意なし、この流動を誘起する圧力差を 
通気力（ドラフト）と言います。 







煙突の取り付け 


I _ 煙突先端（トップ)の位置 

1煙突トップは、屋根面から垂直拒離孤 onm 上離す。 

トップか日水平距離] m け内に隣接家屋などの軒びある場含は、さ 
らにそれより孤 cmiU 上離す。 

窓などの開□部からは1 mULh 離す。 

煙突トップの形状 

•煙突の屋外のトツプ(先端)は H おか、八形を使用して、逆風や雨雪の流入を防いでください。 




トツフ 



_ 可燃物との距離 

•煙突は木材など可燃物か5、次の距離をとってください。 

-煙突がス I -一 つ'から 1 .8 m 政内 . 4日 cm 政上 

-煙突びス I -ーブから ].8 m こえる……15則1政上 


ドラフトレギュレーター （別売品) 


•風の強い地域巧び建物の関係で煙突を高くする場ちには、燃焼をを定 
さはるために、トヨトミ純正のドラフトレギュレーター(別売品）を使 
用して < ださい。 

(特殊な設置の場合は、取付工事店にお問合わせをお願いしまず。） 



通気力（ドラフト） 

( — mmHs 日） 

最大熱効率 
(%) 

左の通気力 （ ドラフト)値にほぼ等しい 
煙突の長さと配置の例 ( cm ) 

煙突取付け図 

0.8 

67.1 

A =160、 巨二230、 C 二1目日程度 

A 二] 6日、巨二已70、 C 二330程度 


1.2 

目己.2 

A 二16日、 B 二230、 C 二330程度 

お効率測定位畳 /■ 

1 \ 


1.7 

64.2 

； A 二] 60、己二60、 C 二270程度 

上贯配 

2.2 

巨 3.3 

1 A 二] 60、巨二60、 C 二440程度 

(ま）通気力（ドラフト）とは煙突を通じておこる排気ガスの流動を意味 
し、この流動を誘起する圧力差を （ ドラフト)と言います。 


z=b 




表の熱効率の測定は表をの図に示す位置でありまずが、実際には、例えば巳部の中間で室のと室外の 
境になれば、煙突か5放射熱が引をつづいて室内に出まずから、熱効率は表の数値 L 义 h により良くな 
ります。 

ドラフトレギユレーターを A 部又は B 部に設ければ、通気力（ドラフト)が強い場含は任意に弱めるこ 
とがでをます。 














集合煙突利用の際の差し込みかた 


♦集含煙突を利巧するとさには、図のよラな差し込みかたをしてください。その隙、必ず設置方法などに 
ついて専門業者にご相談してください。 




条例に関する事項 


•煙突の取り付けについては、各地区の火災予防条例に従ってください。 


_ 煙突の取付け図 

•取り付け図は、28ページ [1 準馬巧け夜 n を参照してください。 


積雪地域での取付け位置 


参積雪地域では、煙突先端（トップ)び、積雪でふさびれないよラな位置に取り付けてください。 


試運転 

女ストーブの据付け工事が終わりました5、試運転を巧用者とご一緒に必ずおこなってください。 

使巧者に運転方法はちちろんのこと、日常の点横•手入れの方法、定期点検、故障•異常時の処置ち法、 
連絡先等をお教え願いまず。 

♦[1111] 2日ぺージ [ pUf ] に従って、運転準備、運転、消义の手順の試運転をおこなってください。 


廃棄するときのを意 

女ストーブを廃棄するときは、おず灯油を巧いてください。 
リサイクルのま障となります。 


包 








HR - T 68 UN ) 取扱説明書•工事説明書 



お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


f 

型 式 

HR - T 68 UN ) 

お買上げ年月日 

年 

月 

曰 

お買上げ店ち 


價話番号） ( 

) 

— 

J 


株式会社 1-31-5 


名ち屋市瑞穂区桃園町日番17号〒4目7-腑日日 
TEL 052-822-1144 FAX . 052-822-2742 


5 5 sS ミ巧式さ巧トヨト£はな坦巧境の一巧としてこの®巧説巧書は再を巧を使用していまず。 
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